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表1 各種溶液のpHおよびEC    表2 各種溶液のリン酸濃度 
   
p H E C   ( s /m )
2 . 2 0 . 3 1
2 . 8 0 . 3
5 . 5 2 . 2
5 . 8 2 . 2
5 . 7 2 . 2
③-1








































図 4 沈殿実験1日目の結果  
  
図 5 沈殿実験後のリン酸濃度の比較 
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からの並びに対応)の６種類の炭を用意した．また，透明度が目視でわかるように，背景に図
2のような濃淡画像を貼り付けた．まず一日目の結果だが，図3及び4を比較して，Caが添
加されている②－2，③－2で図2の画像が浮かび上がっており，透明度が上昇した．その2
試料をさらに比較すると，籾酢処理をしている②－2 の方がより鮮明に背景の文字を確認で
きた．これは，主にCaによる凝集作用がはたらき，他の試料よりも早く土壌粒子が沈殿した
ためと考えられた． 
一方，下水炭を利用した時のリン酸濃度は，濁水中のリンよりも上昇した．このため，下
水炭を利用した濁水中のリンの除去は困難である．しかし，籾酢処理をし，その後カルシウ
ム処理をすれば，リン濃度が低くなり（②-2，③-2），Caによるリンの沈殿効果と考えられ
た（図6）．それでも濁水そのものよりもリン濃度は高く，Caで回収しきれないリン酸の脱
着があったと考えられた．電子顕微鏡の観察結果（データ未掲載）からも，籾酢液の浸漬後
に明確にリン含量が減少するわけではないことが分かった．このことより，リンの回収を目
的とした下水炭の利用は向かないと考えられた． 
図4からも明らかなように，籾酢液を使用すると溶液が着色した．自然環境の中で今回作
成した試料を使うとしたら，濁水の土壌粒子の凝集に効果的であったとしても，この着色を
どのように抑えていくかが今後の課題である． 
 
【課題と今後の展望】 
今回の実験で下水炭をリンの回収材及
び水質浄化材として使用することは，現
実的ではないということが分かった．し
かし，前述より，①-１は液肥として活用
できる可能性がある．よって今後の展望
として，①－1の液肥としての効能を栽培
実験などでみてみたいと考えている．ま
た，今回はCa材として主にチョークを使
用したが，全国での汎用性を高めるため，
今後は廃棄貝殻を使用したいと考えている．さらに，下水炭に代わる新たな炭材と，籾
酢液の脱色方法などの探求をしていきたいと考える． 
